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活発な意見が交わされた
第1回目のブランド化推進会議

「行政相談をもっと身近に」 高校へ全国初の出張教室

県
内
初
の
行
政
相
談
出
張
教
室

　

総
務
省
主
催
の「
行
政
相
談
出
張
教
室
」

が
、
つ
く
ば
国
際
大
学
高
等
学
校
千
代
田

校
舎（
上
土
田
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
１
年
４
組
の
24
人
の
生
徒
を

対
象
に
、「
現
代
社
会
」の
科
目
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
総
務
省
茨
城
行

政
評
価
事
務
所
の
藤
原
課
長
と
市
の
船ふ

な
く
し串

節せ
つ
お夫

行
政
相
談
委
員
が
行
政
の
仕
組
み
や

行
政
相
談
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

し
ま
し
た
。
学
校
に
出
張
し
て
教
室
を
開

く
こ
と
は
県
内
初
の
試
み
で
あ
り
、
高
等

学
校
へ
の
出
張
は
全
国
初
。

　

船
串
相
談
委
員
ら
は
、「
行
政
相
談
委
員

は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
を
解
決

に
導
き
、
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
社
会
に

す
る
こ
と
が
仕
事
。
行
政
は
、
道
路
の
舗

装
な
ど
み
ん
な
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
関
わ

っ
て
い
る
。
授
業
で
聞
い
た
こ
と
を
家
族

で
話
し
合
い
、
相
談
が
で
き
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
知
っ
て
欲
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

6月 25日

「ダメ。ゼッタイ。」 薬物乱用防止キャンペーン

み
ん
な
で
薬
物
を
根
絶
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
意
識
の
普
及

　

土
浦
保
健
所
な
ど
が
実
施
す
る「
平
成

20
年
度
６
２
６
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」が
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
県
民
一

人
一
人
の
薬
物
乱
用
問
題
に
対
す
る
認
識

を
高
め
、
国
連
決
議
に
よ
る「
６
２
６
国

際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
」の
周
知
を
図
り

薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
６
２
６
と
は
、
１
９
８
７
年

（
昭
和
62
年
）に
開
催
さ
れ
た
国
際
麻
薬
会

議
の
終
了
日
６
月
26
日
の
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
、
保
護
司
や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
な
ど
90
人
以
上
の
協
力
者
が
、
買

い
物
客
ら
に「
薬
物
の
乱
用
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
な
が
ら
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
の
啓
発
物
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、

下
稲
吉
中
学
校
の
生
徒
を
中
心
に
行
わ
れ

た
薬
物
乱
用
防
止
国
連
支
援
募
金
に
は

１
万
円
超
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

6月 28日

店頭で募金活動や啓発物を配布する
下稲吉中学校のヤングボランティア

「かすみがうらブランド」 の確立を

活
動
の
母
体
と
な
る
推
進
会
議
が
発
足

　

市
で
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と

育
ま
れ
る
多
彩
な
農
水
産
物
の
価
値
を
高

め
た
り
、
特
産
品
の
開
発
な
ど
を
進
め
る

た
め
、「
か
す
み
が
う
ら
市
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
会
議
」を
設
置
し
、
こ
の
度
、
第
１
回
の

会
議
を
あ
じ
さ
い
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

推
進
会
議
に
は
、
市
商
工
会
や
農
業
協

同
組
合
な
ど
の
関
係
団
体
が
参
加
し
、
市

推
奨
品
制
度（
ブ
ラ
ン
ド
認
証
基
準
）の
導

入
や
特
産
品
の
開
発
な
ど
を
進
め
ま
す
。

会
議
の
中
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
期
待
す

る
声
と
と
も
に
、「
人
的
資
源
の
活
用
も

施
策
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
」「
消
費
者
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
な
ど
へ
の
迅
速
な
対
応
が
必

要
」な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
か
す
み
が
う
ら
祭
り
で
発

表
予
定
の「
焼
き
い
も
焼
酎
」の
商
品
化
や

「
創
作
ス
イ
ー
ツ
・
お
や
つ
コ
ン
テ
ス
ト（
仮

称
）」な
ど
の
具
体
的
な
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
て
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

6月 27日

色香

音
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つくば国際大学高等学校で講義をする
船串行政相談委員

君山梨乃さん（七会小４年）、延
之くん（６年）、一夫さん
「また優勝できました！勝因は、魚
がエサをつついたら、すぐに引く
こと。エサはぶどう虫。親はエサ
つけと針とりに専念しました。こ
れからバーベキューにして食べま
す。一昨年優勝、昨年 3位。」

共同スペースで分担して
作業を進める参加者

市民ふれあい農園で初夏の汗

共
同
作
業
で
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
苗
植
え

　

市
で
は
、
土
に
触
れ
、
作
物
を
作
る
喜

び
を
感
じ
な
が
ら
市
民
が
交
流
で
き
る
場

所
を「
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園
」と
し
て
、
下

稲
吉
地
区
の
畑
24
平
方
メ
ー
ト
ル（
１
区

画
当
）を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。（
※
今
年

度
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。）

　

ふ
れ
あ
い
農
園
の
参
加
者
は
、
普
段
は

区
画
内
で
思
い
思
い
の
野
菜
を
栽
培
し
な

が
ら
、
年
に
３
回
の
講
習
を
受
け
、
農
業

の
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
に
は
、
全
体
講
習
を
受
け
た

ほ
か
、
共
同
ス
ペ
ー
ス
に
マ
ル
チ
ビ
ニ
ー

ル
を
張
っ
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
た

り
、
オ
ク
ラ
の
種
を
ま
く
な
ど
、
参
加
者

全
員
が
協
力
し
て
農
作
業
を
進
め
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
小
さ
い
子
ど
も
と

一
緒
に
自
分
の
育
て
て
い
る
畑
を
見
守
っ

て
い
る
家
族
も
い
ま
し
た
。

6月 1日

最重量　優　勝

重
9.93kg

大物　教育長賞
長

48ｃｍ

松井ちひろさん（下稲吉小５
年）、忠さん、さとみさん
「勝因は小さい竿を使用し、エ
サにぶどう虫を使用したこと。
中学校に行っても参加して頑張
りたい。このニジマスは焼いて
食べます！重さの部では昨年に
引き続き準優勝。」

その他の成績
準優勝　9.73 ㎏　松井ちひろ・忠・さとみ　組（下稲吉小）
第 3位　7.80 ㎏　横田朋佳・勉　組（上佐谷小）
第 4位　7.70 ㎏　井坂唯・義美　組（下稲吉東小）
第 5位　6.00 ㎏　齋藤美空・茂　組（安飾小）　　【敬称略】

恋瀬川わきの水路で行われて
いた頃のつり大会（平成 2年）

　

つ
り
大
会
当
日
の
深
夜
１
時
、
栃
木
県
大
田
原

市
か
ら
約
３
千
３
百
匹
の
ニ
ジ
マ
ス
を
積
ん
だ
１

台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
雪
入
川
に
到
着
。
市
子
ど
も
会

育
成
連
合
会（
磯
部
正た

だ
な
お直

会
長
）の
メ
ン
バ
ー
な
ど

が
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
か
ら
網
で
ニ
ジ
マ
ス
を
す
く

い
上
げ
、川
土
手
を
リ
レ
ー
し
て
放
流
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
３
０
７
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
参

加
者
は
次
々
と
ニ
ジ
マ
ス
を
釣
り
上
げ
て
は
す
ぐ

に
釣
り
竿
を
垂
ら
し
て
数
を
競
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
針
に
か
か
ら
な
か
っ
た
魚
を
つ
か
み
ど
り
す

る
な
ど
、
多
く
の
家
族
の
歓
声
が
雪
入
川
に
響
き

渡
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

6月 7日

昭和62年　 親子でふれあいを深め、自然
に親しむことを目的に鯉

こい

や鮒
ふな

の釣りと草魚のつかみ取りが
中佐谷の天の川で始まる

昭和63年　中根川で開催
平成元年　　天の川新治橋付近で開催
平成2年　   下志筑の恋瀬川わきの水路へ

会場を移動
平成６年　　 現在の雪入川へ会場を移動

し、魚もニジマスになる

恒
例 

親
子
�
�
大
会

�

今
年
�
雪
入
川
�
多
�
�
歓
声
�

親子つり大会の歴史


